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畑地かんがいにおける有効土壌水分については, 陸稲を用い, 各種の土壌について土壌水分区分を, ほ
場容水量の起点として 3 - 4 区分に分けて, 各土壌水分区分と生育収量などについて試験した結果, ほ場
容水量 (pF1,8)～遠心水分当量 (pF3)区が最もすぐれていることを明らかにし, さらに (ほ場容水
量)- (遠心水分当量) が畑地かんがいにおける有効土壌水分であり, しかも遠心水分当量は畑地用水量決
定上の重要な要素であることを指摘している｡
次に遠心水分当量の試験法について, 土嚢粒径, 混合状態, ち密度および土鍵容積などの諸点から検討
を加え, 現在 JISで規定されているグーチルツボは, 粘質土嚢に対して圧密現象を助長するから不適当

















壌水分状態であること, (2)(ほ場容水量 pF1.8)～(遠心水分当量 pF3)を反復するようにかんがいを行
なうことが用水を最も有効に利用させ得ること, (3) (ほ場容水量)- (遠心水分当量) が畑地かんがい上の
有効土壌水分であることなどを明らかにしている｡
以上により遠心水分当量が畑地用水量決定上重要な要素であることを明らかにしたので, 遠心水分当量
(pF3)の物理的な性質ならびにその測定法について検討を加え, 現在 JISで規定されているグ- チルツ
ボを用いることおよび粒径範囲は不適当であって, 円筒型ルツボを用いまた供試土は原土を用いなければ
用水量決定上の基礎資料として適用できないことなどを指適している0
次にそれらの畑地かんがいの有効土壌水分の変動状況およびかんがい開始時期などを明確に知 るた め
に, 従来の土壌水分測定方法について実験的に各方面から比較検討を行ない, それぞれの短所を指摘し最
もすぐれたガラスフィルタ- ブロックを開発するとともに土壌水分専用の自記記録計を試作し広 く実用に
供している｡
以上の一連の実験的研究により合理的な畑地用水量決定の基礎を確立することができたのであって, か
んがい排水学, 土壌物理学, ならびに畑地かんがいの実際面に貢献するところにきわめて大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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